
長谷川委員 1 P204 行政運営

施策4「市政を支える職員育成と環境整備」について、以前、職員の年
齢構成があまり望ましい形ではないということが、問題の一つとして
あったと思う。
今は状況が変わっているのかもしれないが、今、どうなっているのかと
いうことを教えてほしい。あまりにも偏りのある状況であれば、この中
で少し触れる必要が出てくるのではないか。

石本委員
（欠席者意見）

2 P205 行政運営

政策指標の「C.民間活力の導入効果」において、民間活力及び導入
効果はそれぞれ何を指すのか。
民間活力においては、203ページの施策2の②に指定管理者制度や
PPPの記載があるが、これらはすでに実績があるものがあるのではな
いか。その場合、現状値が0円ではないように思える。また、導入効果
とは歳出の削減額・率を指すのか。

石本委員
（欠席者意見）

3 P216
多様な主体

との協働

政策指標の「B.地域団体、民間事業者、学校など多様な主体との協働
数」について、「うち区の課題解決に向け区役所が進めた取組数」とあ
るが、これは具体的にどのような意味なのか。
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現在の職員数の状況と課題 

○ 職員の年齢構成における特定の階層への偏り 

本市職員の年齢構成は、４０歳代後半から５０歳代前半の職員層が厚く、３０歳代後半か

ら４０歳代前半の職員層が薄くなっており、年齢構成に偏りがあります。 

この偏りにより、職員の知識や技術の継承が円滑に行われなかったり、短期間での大量退

職に伴う役職職員不足が生じたりするなどの組織的な問題をはじめ、大量定年退職に伴う退

職手当の負担が生じるため、より計画的な財政運営が必要となるなど、安定的な行財政運営

に向けた取り組みが必要となります。 

これらの諸問題に対処するため、職員の年齢構成の平準化を考慮しながら「民間企業等職

務経験者採用」（29歳～59 歳で一定の職務経験のある人）を実施し、計画的な採用を行って

います。 

◆ 年齢別職員数 令和４年４月１日現在／水道・病院・教員除く         （単位：人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※）「平準化ライン」とは、「新・定員配置計画（平成 25～26 年度）」において設定した基

準値で、計画策定時の 29 歳から 55 歳までの職員数の平均を示すラインのこと 

 

○ 年齢構成の平準化に向けた取り組み 

本市では、民間企業等職務経験者の採用を平成 19 年 4 月採用（一般行政・土木）から開

始し、「新・定員配置計画（平成 25～26 年度）」以降は 88名を採用することにより、年齢構

成の偏りを平準化に努めてきました。 

民間企業等職務経験者を対象とした採用は、年齢構成の平準化を進めていく上でも有効な

手段であるとともに、民間企業等での職務経験を生かした即戦力としての活躍が期待できる

ことから、氷河期世代（37 歳～52 歳で受験申込日に正規雇用労働者として雇用されていな

い人）を対象とした採用と合わせ、今後も計画的に実施していきます。 

平準化ライン（※） 


